
『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
「
言
う
こ
と
」
の
意
味
上

i
文
芸
性
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
一

岡

田

喜
 
久
 
男

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
『
古
事
記
』
成
立
の
目
的
は
、
そ
の
序
文
に
「
邦
家
之
経
緯
、
王
化
之
鴻
基
」
、

即
ち
、
「
国
家
行
政
の
根
本
と
天
皇
指
導
の
基
本
の
説
き
明
か
し
」
に
あ
る
と

書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
化
の
改
新
に
始
ま
っ
た
律
令
制
を
、
天
皇
権
威
の

強
調
に
よ
っ
て
補
強
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

 
神
代
か
ら
推
古
天
皇
に
至
る
皇
統
の
系
譜
が
、
整
然
と
か
つ
直
線
的
に
語
り

継
が
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
風
土
記
選
進
の
詔
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
古

老
相
伝
旧
聞
の
異
事
」
を
含
む
、
「
神
話
や
伝
説
」
が
多
量
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
序
文
で
、
前
者
は
帝
紀
（
帝
皇
日
継
・
先
紀
）
、
後
者
は

本
辞
（
旧
辞
・
先
代
旧
辞
）
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
帝
紀
と
本
辞
の
織
り

成
す
歴
史
書
は
、
色
々
な
要
素
に
富
み
、
又
示
唆
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
『
古
事
記
』
を
何
と
考
え
る
か
、
と
い
う
基
本
的
な
把
握
の
仕
方
も
時

代
に
よ
り
、
人
に
よ
っ
て
様
々
に
違
っ
て
い
た
。

 
『
日
本
紀
私
記
』
（
丁
本
）
な
ど
噛
受
け
た
、
鎌
倉
時
代
の
、
卜
部
兼
方
撰
述

『
黒
日
本
紀
』
で
は
、

 
問
本
朝
之
史
以
二
何
書
一
為
レ
始
哉
。

 
 
答
。
師
説
。
以
二
古
事
記
｝
為
レ
始
。
而
今
案
。
上
唇
太
子
所
レ
撰
先
代
旧

 
 
事
本
紀
十
巻
。
是
可
レ
謂
二
史
書
之
始
一
。
何
者
。
古
事
記
者
。
誠
意
レ
載

 
 
二
古
語
「
。
文
例
不
レ
似
二
史
書
一
。
即
其
序
云
。
上
古
墨
書
。
言
意
並
朴
。

 
 
敷
レ
文
話
レ
句
。
於
レ
字
即
難
。
已
因
レ
訓
述
者
。
詞
不
レ
逮
レ
心
。
全
以
レ

 
 
音
響
者
。
事
趣
髪
長
。
是
以
。
今
或
一
句
書
中
交
こ
用
音
訓
一
。
或
一
事

 
 
之
内
全
以
レ
追
録
。
即
書
幅
難
レ
見
。
以
レ
注
明
。
意
云
．
。
如
レ
此
田
所
レ
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修
之
旨
々
二
全
史
意
一
。
至
二
干
上
皇
太
子
撰
一
。
繋
二
号
年
一
繋
二
品
月
一
。

 
 
全
得
二
史
伝
之
例
一
。
然
則
先
代
旧
事
本
紀
十
巻
。
可
レ
謂
二
史
書
三
里
一
。

と
述
べ
、
『
古
事
記
』
を
史
書
と
は
認
め
な
い
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
認

め
な
い
理
由
が
、
序
文
の
凡
例
部
分
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
書
と
し
て

の
体
裁
に
こ
だ
わ
っ
て
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
『
古
事
記
』
全
体
に
対
す
る

評
価
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
鎌
倉
以
前
か
ら
『
古
事
記
』
を
史
書
と

す
る
見
方
が
存
在
し
た
こ
と
は
右
の
文
中
に
も
窺
え
る
し
、
今
日
も
『
日
本
書

紀
』
と
並
べ
て
史
書
と
す
る
説
は
有
力
で
あ
る
。

 
他
方
、
『
古
事
記
』
を
文
芸
作
品
と
す
る
見
方
も
有
力
で
、
和
辻
哲
郎
『
日

本
古
代
文
化
』
（
岩
波
書
店
）
第
三
章
「
古
事
記
の
芸
術
的
価
値
」
な
ど
を
初

期
の
も
の
と
し
て
、
多
く
の
人
が
『
古
事
記
』
全
体
を
文
学
と
し
て
捕
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
徹
底
せ
ず
に
、
神
話
・
歌
謡
・
伝
説
な
ど
一
部
分
を

文
学
的
な
も
の
と
す
る
見
方
は
最
も
古
く
か
つ
一
般
的
で
、
も
は
や
『
古
事
記
』

を
語
る
時
の
常
套
句
と
な
っ
て
い
る
。

 
そ
の
他
、
全
体
を
神
話
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
り
、
神
典
・
法
律
の
書
、

な
ど
と
考
え
る
人
も
あ
る
が
、
大
旨
、
「
文
学
性
に
富
む
歴
史
書
」
と
把
握
す

る
の
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
文
学
的
又
は
文
学
性
に
富
む
と
い
う
言
い
方
は
都
合
の
よ
い
も
の
で
、
色
々

な
作
品
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
の
で
極
力
避
け
た
い
の
で
あ
る
が
、
『
古

事
記
』
の
場
合
、
「
文
学
的
」
の
意
味
す
る
も
の
が
反
っ
て
『
古
事
記
』
を
浮

か
び
上
ら
せ
る
と
い
う
稀
な
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
『
古
事
記
』
の
「
文

学
性
」
と
い
う
も
の
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
文
学
性
」
を
論
じ
る
と
な

る
と
、
「
文
学
」
と
は
何
か
、
ま
た
「
古
代
の
文
学
と
は
何
か
」
に
話
が
及
び
、

そ
れ
こ
そ
永
遠
の
テ
ー
マ
に
陥
入
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
に
、
こ
こ
で
言
う
「
文
学
性
」
と
は
、
言
語
に
よ
り
、
『
古
事
記
』
を
『
古

事
記
』
た
ら
し
め
て
い
る
「
根
源
」
と
規
定
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

て
は
工
藤
隆
氏
が
「
古
事
記
一
絶
対
神
話
の
文
学
性
」
の
中
で
多
面
的
に
論

じ
ら
れ
て
い
て
、

 
 
「
楽
家
で
あ
る
多
氏
」
と
い
う
前
提
を
認
め
た
と
す
れ
ば
、
〈
動
き
つ
つ
あ

 
る
観
念
〉
と
し
て
の
、
こ
と
ば
の
総
体
性
に
か
か
わ
り
続
け
て
き
た
氏
族
に

 
と
っ
て
、
律
令
体
制
が
、
「
漢
字
」
と
い
う
文
字
に
よ
る
世
界
の
均
質
化
と

 
並
行
し
て
強
化
さ
れ
て
い
く
況
状
に
対
し
て
、
あ
る
種
の
違
和
感
を
い
だ
い

 
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
に
あ
り
う
る
。
律
令
に
よ
る
支
配
と
は
、
文
字

 
に
よ
る
支
配
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
文
字
に
よ
る
支
配
の
進
行
は
、
歌
舞
の
家

 
や
語
部
た
ち
に
も
、
衰
退
や
変
質
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と

 
き
、
そ
の
衰
退
や
変
質
を
迫
ら
れ
た
側
の
人
間
た
ち
が
、
文
字
世
界
へ
の
違

（2）



 
和
感
を
い
だ
き
、
そ
れ
が
危
機
意
識
へ
と
先
鋭
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
え

 
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
危
機
意
識
が
、
文
字
の
な
か
っ
た
時
代
と
し

 
て
の
「
古
」
と
ロ
論
の
重
視
の
強
調
に
、
太
安
万
難
（
た
ち
）
を
向
か
わ
せ

 
た
と
い
う
解
釈
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

と
述
べ
、
『
古
事
記
』
は
、
政
治
的
に
も
、
文
体
的
に
も
時
代
に
逆
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、
律
令
体
制
（
実
質
的
主
役
は
、
藤
原
氏
で
あ
っ
た
と
し
）
に
取
り
残

さ
れ
つ
つ
あ
る
勢
力
の
く
危
機
意
識
V
を
バ
ネ
に
生
み
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 
『
古
事
記
』
が
「
古
」
と
「
口
諦
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
人
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
文
字
の
使
用
が
広
く
行
き
渡
っ
た
と
こ

ろ
に
起
こ
る
現
象
に
つ
い
て
、
『
古
語
拾
遺
』
は
端
的
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

 
 
蓋
し
聞
く
、
上
古
の
亭
号
だ
文
字
有
ら
ず
。
貴
賎
老
少
口
々
に
相
伝
へ
、

 
前
言
往
行
存
し
て
忘
れ
ず
。
書
契
あ
り
て
以
来
、
古
を
談
ず
る
こ
と
を
好
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ざ

 
ず
。
浮
華
競
ひ
興
り
て
旧
老
を
畷
け
る
。

 
斎
部
広
成
は
斎
部
氏
の
衰
退
を
も
含
め
て
「
古
を
談
ず
る
こ
と
を
好
ま
ず
。
」

と
嘆
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
太
極
万
侶
に
そ
の
嘆
き
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分

ら
な
い
。
然
し
、
太
安
里
侶
が
、
序
文
で
表
記
法
に
言
辞
を
割
い
た
点
（
右
に

『
廿
日
本
紀
』
の
中
に
引
い
て
あ
っ
た
）
を
始
め
と
し
て
、
口
諦
伝
承
で
あ
る
、

即
ち
稗
田
阿
礼
の
「
訥
習
」
す
る
「
勅
語
の
旧
辞
」
（
天
武
天
皇
の
勅
命
に
よ

る
帝
聖
日
継
と
先
代
旧
辞
）
を
忠
実
に
輯
録
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

『
古
事
記
』
の
文
学
性
は
偏
に
太
安
万
富
が
、
古
伝
承
を
含
む
稗
田
阿
礼
の
言

葉
を
忠
実
か
つ
正
確
に
文
字
化
し
た
こ
と
に
よ
り
窺
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。 

先
に
、
『
古
事
記
』
を
『
古
事
記
』
た
ら
し
め
て
い
る
根
源
を
『
古
事
記
』

の
文
学
性
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

 
『
古
事
記
』
を
創
る
目
的
が
「
邦
家
之
経
緯
、
王
化
之
土
民
」
に
あ
っ
た
と

最
初
に
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
文
章
化
に
お
い
て
可
能
に
し
た
も
の
は
太
安

万
侶
と
彼
の
学
識
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
斎
藤
拙
堂
を
は
じ

め
、
多
数
の
人
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
問
題
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る

の
は
、
太
安
万
口
の
「
確
信
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼

は
こ
れ
も
序
文
の
中
で
、

 
 
上
古
の
時
 
言
葉
並
び
に
朴
に
し
て
、
文
を
敷
き
句
を
構
ふ
る
こ
と
、
字

 
に
於
き
て
即
ち
難
し

と
極
め
て
自
覚
的
に
、
文
字
化
の
困
難
さ
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

従
来
の
よ
う
に
、
日
本
最
初
の
著
書
に
お
け
る
文
字
用
法
上
の
苦
労
で
あ
り
悩

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
「
言
う
こ
と
」
の
意
味
上
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み
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
は
あ
ま
り
に
素
直
過
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
右

の
安
万
宝
の
言
葉
は
、
彼
一
流
の
謙
遜
で
あ
り
、
む
し
ろ
自
信
の
表
現
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
そ
し
て
、
そ
の
彼
の
自
信
の
源
こ
そ
が
『
古
事
記
』
を
『
古
事
記
』
た
ら
し

め
て
い
る
「
根
源
」
で
あ
り
『
古
事
記
』
の
文
学
性
で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
で

私
が
何
を
「
根
源
」
と
考
え
て
い
る
か
を
明
か
に
し
た
い
。
そ
れ
は
「
言
う
こ

と
へ
の
確
信
」
で
あ
る
。
「
口
頭
言
語
の
絶
対
性
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
と

思
う
。
，
神
や
人
が
発
す
る
「
こ
と
」
が
世
界
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
の
再
確
認

に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
、
『
古
事
記
』

の
中
で
、
■
会
話
・
独
白
が
量
的
に
多
い
の
み
な
ら
ず
、
質
的
に
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
上
巻
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
挙
げ
る
が
、
そ

の
前
に
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
言
う
、
語
る
の
類
の
表
現
を
調
べ
て
み
る
と
、

上
巻
か
ら
順
次
以
下
の
よ
う
に
登
場
す
る
。

 
 
詔
。
問
…
日
。
答
白
Q
豆
肉
。
言
。
告
…
白
。
議
云
。
白
。
言
。
謂
。
語

 
詔
。
告
。
白
言
。
答
言
。
答
白
言
。
下
士
。
云
。
白
岩
Q
語
言
。
科
詔
。
請
。

 
罵
署
云
。
誰
日
。
早
舞
。
宣
。
引
言
。
罵
。
令
奏
。
奏
。
誹
誘
。

 
右
に
挙
げ
た
の
ば
、
単
純
に
異
っ
た
表
現
を
順
に
並
べ
た
だ
け
で
あ
る
が
、

い
か
に
「
言
う
」
が
書
き
別
け
ら
れ
て
い
る
か
が
良
く
分
る
。
こ
れ
は
、
よ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言
わ
れ
る
、
「
異
字
同
訓
の
文
字
の
存
在
」
の
問
題
、
例
え
ば
、
オ
モ
フ
に
「
思
・

念
・
懐
・
欲
・
疑
・
為
」
、
イ
カ
ル
に
「
葱
・
怒
・
恨
」
な
ど
が
あ
り
、
「
文
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

的
用
字
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
と
は
根
本
的

に
異
な
る
。
『
古
事
記
』
の
根
幹
に
通
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
し
、
確
か
に
太

安
万
侶
の
学
識
に
よ
る
、
或
い
は
当
時
の
教
養
に
支
え
ら
れ
て
い
る
一
面
は
あ

る
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
技
術
的
な
側
面
を
超
え
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

 
言
語
に
対
す
る
日
本
人
の
信
仰
と
し
て
は
、
「
言
霊
信
仰
」
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
言
葉
に
宿
っ
て
い
る
不
思
議
な
霊
力
が
、
言
葉
通
り
の
事
象
を
も
た

ら
す
と
信
じ
た
古
代
人
は
、
幸
福
な
結
果
、
不
幸
な
結
果
が
言
語
行
為
に
よ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ト
タ
マ

て
齎
ら
さ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
「
言
霊
」
の
用
例
は
、
『
万
葉
集
』

に
三
例
、

 
ω
言
霊
の
さ
き
は
ふ
国
（
巻
五
-
八
九
四
）

 
 
 
 
 
 
 
ち
ま
た

 
②
事
霊
の
八
十
の
衙
 
（
巻
十
一
-
二
五
〇
六
）

 
㈹
事
霊
の
た
す
く
る
国
（
巻
十
三
-
三
二
五
四
）

と
あ
っ
て
、
ω
㈲
は
、
「
倭
（
日
本
）
」
は
「
言
葉
の
霊
力
が
守
っ
て
く
れ
、
る
」

と
言
う
成
句
で
あ
る
。
古
代
日
本
人
が
、
い
か
に
言
葉
の
霊
力
を
確
信
し
て
い

た
か
の
証
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
祝
詞
』
に
用
例

（4）



が
無
く
、
『
万
葉
集
』
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
言
」
と
「
事
」
の
未
分
化
の

状
態
の
呪
術
的
世
界
か
ら
、
創
作
的
言
語
世
界
へ
既
に
時
代
が
変
化
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
『
古
事
記
』
上
巻
に
見
ら
れ
る
「
会
話
・
独
白
」
と
見
ら
れ
る
部
分
を
以
下

挙
げ
て
み
る
（
波
線
は
筆
者
が
付
し
た
。
ま
た
 
内
の
番
号
は
便
宜
上
付
け
た
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
二

ω
 
是
に
天
つ
神
璽
の
命
以
ち
て
、
伊
邪
那
岐
命
、
訴
訟
那
奈
美
命
、
二
言
の

 
 
 
 
 
 
た
だ
よ
へ
 
る
 
 
 
 
 
 
つ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
神
に
、
「
是
の
多
陀
用
源
流
国
を
修
め
理
り
固
め
成
せ
」
・
と
詔
り
て
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か
に

②
 
こ
こ
に
其
の
妹
伊
邪
那
奈
美
命
に
問
ひ
た
ま
は
く
、
「
汝
が
身
は
如
何
か

 
成
れ
る
。
」
と
と
ひ
た
ま
へ
ば
 
 
「
吾
が
身
は
…
」
と
答
白
へ
た
ま
ひ
き
。

 
こ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か
に

 
爾
に
伊
邪
那
岐
命
象
り
た
ま
は
く
、
「
我
が
身
は
…
生
む
こ
と
奈
何
。
」
と

 
の
り
た
ま
へ
ば
、
伊
邪
那
奈
美
命
「
然
善
け
む
。
」
と
答
日
へ
た
ま
ひ
き
。

 
こ
こ
に
伊
邪
那
岐
命
象
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
然
ら
ば
…
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

 
か
く
ち
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
如
此
期
り
て
、
乃
ち
「
汝
は
右
よ
り
廻
ゆ
逢
へ
、
我
は
左
よ
り
廻
り
逢
は
む
。
」

 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
な
 
に

 
と
盗
り
た
ま
ひ
、
叢
り
寛
へ
て
廻
る
時
、
伊
早
撃
奈
美
命
先
に
「
阿
那
遍

 
や
し
え
 
を
と
こ
を
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
な
に
や
し
え

 
夜
警
愛
上
品
登
古
衰
。
」
と
言
ひ
、
後
に
下
多
那
岐
命
、
「
阿
寒
遡
夜
這
愛
上

 
を
 
と
 
め
 
を
 
 
 
 
ミ
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

 
衰
煮
売
衷
。
」
と
言
ひ
、
各
言
ひ
寛
へ
し
後
、
其
の
妹
に
告
白
げ
た
ま
ひ
し
く
、

 
「
女
人
先
に
言
へ
る
は
良
か
ら
ず
。
」
と
つ
げ
た
ま
ひ
き
。
…
こ
こ
に
二
丁
の
．

 
 
 
は
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
神
、
薫
り
て
云
ひ
け
ら
く
、
「
今
吾
が
生
め
る
子
良
か
ら
ず
。
豆
州
つ
神
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
御
所
に
止
す
べ
し
。
」
と
い
ひ
て
、
即
ち
共
に
参
上
り
て
、
天
つ
神
の
命
請

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
と
ま
に
に
う
ら
な

 
ひ
き
。
爾
に
天
つ
神
の
命
以
ち
て
、
布
亜
麻
遍
丘
上
卜
相
ひ
て
、
詔
り
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

 
ひ
し
く
、
「
女
先
に
言
へ
る
に
因
り
て
良
か
ら
ず
。
亦
還
り
て
改
め
言
へ
。
」

 
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
爾
に
反
り
降
り
て
、
更
に
其
の
天
の
御
柱
を
先
の
如

 
く
往
き
廻
り
き
。
是
に
伊
邪
那
岐
命
、
先
に
「
阿
那
魎
夜
志
愛
衰
止
売
衰
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
と
言
ひ
後
に
叢
話
稀
世
奈
美
命
、
「
阿
那
越
夜
志
魯
鈍
登
古
衰
。
」
と
言
ひ
き
。

 
か
 
く

 
如
此
言
ひ
寛
へ
て
御
合
し
て
、
生
め
る
子
は
、
淡
道
之
穂
之
狭
別
島
。
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
に
 
も

㈹
 
故
爾
に
伊
欝
那
岐
命
詔
り
た
ま
ひ
し
く
「
愛
し
き
我
が
那
週
妹
の
命
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

 
子
の
一
つ
木
に
易
へ
つ
る
か
も
。
」
と
早
り
た
ま
ひ
て
…

ω
 
伊
邪
那
岐
命
、
語
ら
ひ
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
愛
し
き
我
が
翼
翼
妹
の
命
、

 
吾
と
汝
と
作
れ
る
国
未
だ
作
り
寛
へ
ず
。
故
、
還
る
べ
し
。
し
と
の
り
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

 
ひ
き
。
こ
こ
に
伊
邪
那
美
命
答
へ
白
し
し
く
、
「
悔
し
き
か
も
、
速
く
来
ず
て
。

 
 
 
よ
も
つ
 
へ
ぐ
ひ

 
吾
は
黄
泉
戸
言
為
つ
。
然
れ
ど
も
愛
し
き
我
が
那
勢
の
命
、
入
り
黒
ま
せ

 
 
 
か
し
こ
 
 
 
 
 
 
 
か
へ
 
 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
 
し
ば
ら
 
 
よ
も
つ
 
 
 
あ
げ
つ
ら

 
る
事
恐
し
。
故
、
還
ら
む
と
欲
ふ
を
、
且
く
黄
泉
神
と
相
論
は
む
。
我

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ち

 
を
な
視
た
ま
ひ
そ
。
」
と
ま
を
し
き
。
…
其
の
妹
伊
邪
那
美
命
、
「
吾
に
辱

 
 
 
 
 
 
を

 
見
せ
つ
。
」
と
言
ひ
て
、
即
ち
予
母
都
志
許
売
を
遣
は
し
て
追
は
し
め
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
も
の
み

 
…
こ
こ
に
伊
邪
那
岐
命
其
の
桃
子
に
告
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
量
質
を
助
け
し

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
「
言
う
こ
と
」
の
意
味
上
 
、
1
文
芸
性
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
一
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如
く
、
葦
原
中
国
に
有
ら
ゆ
る
う
つ
く
し
き
青
人
草
の
、
苦
し
き
瀬
に
落
ち

 
な
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

 
慰
む
時
、
助
く
べ
し
。
」
と
継
り
て
、
名
を
意
富
加
牟
豆
尊
命
と
号
ひ
き
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ

 
…
こ
こ
に
千
引
の
石
を
其
の
黄
泉
比
良
坂
に
引
き
塞
へ
て
、
そ
の
石
を
中
に

 
 
 
 
 
む
か
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
置
き
て
、
愚
婦
ひ
立
ち
て
、
事
戸
を
度
す
時
、
誤
信
那
美
命
言
ひ
し
く
、
「
愛

 
 
 
 
 
な
せ
 
 
 
 
 
 
か
 
 
 
せ

 
し
き
我
が
那
勢
の
命
、
如
く
為
ば
、
汝
の
国
の
人
草
、
一
日
に
千
頭
絞
り
殺

 
さ
む
。
」
と
い
ひ
き
。
こ
こ
に
伊
邪
那
岐
命
題
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
愛
し
き
我

 
が
那
魎
妹
の
命
、
汝
然
為
ば
、
吾
一
日
に
千
五
百
の
産
屋
を
立
て
む
。
」
と

 
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
ち
て
一
日
に
必
ず
千
人
死
に
、
一
日
に
必
ず
千
五

 
百
人
生
ま
る
る
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
な
 
し
 
ニ
 
め

㈲
 
こ
こ
を
以
ち
て
伊
邪
植
傷
大
神
震
り
た
ま
ひ
し
く
、
、
「
吾
は
伊
那
志
許
米

 
 
し
 
こ
 
め
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
そ
ぎ

 
上
志
許
米
岐
械
き
国
に
到
り
て
在
り
け
り
。
故
、
我
は
御
身
の
喫
為
む
。
」

 
と
の
り
て
、
筑
紫
の
日
向
の
橘
の
小
門
の
阿
波
岐
原
に
到
り
坐
し
て
、
喫
ぎ

 
は
ら

 
祓
ひ
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
が
 
ナ
 
 

㈲
 
こ
こ
に
在
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
上
つ
瀬
は
瀬
速
し
、
下
つ
瀬
は
瀬
弱
し
。
」

 
と
の
り
た
ま
ひ
て
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
 
 
よ
ろ
こ

ω
 
こ
の
時
伊
上
那
伎
命
、
太
く
歓
喜
び
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
は
子
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
て

 
生
み
生
み
て
、
生
み
の
終
に
三
は
し
ら
の
貴
き
子
を
得
つ
。
」
と
の
り
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
ら
 
か
 
し

 
ひ
て
、
即
ち
御
頚
珠
の
玉
の
緒
母
由
良
魎
取
り
由
良
迦
志
て
天
照
大
御
神
に

 
象
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
命
は
、
高
天
の
原
を
知
ら
せ
。
」
と
を
事
依
さ
し
賜

 
ひ
き
。
故
、
其
の
垂
頚
珠
の
名
を
、
御
倉
板
挙
之
神
と
謂
ふ
。
次
に
月
読
命

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
す
く
に

 
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
暴
動
は
、
夜
の
食
国
を
知
ら
せ
。
」
と
事
依
さ
し
き
。

 
次
に
建
速
須
佐
之
男
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
命
は
、
海
原
を
治
ら
せ
。
」

 
と
事
依
さ
し
き
。

㈹
 
伊
邪
那
岐
大
御
神
、
速
須
佐
之
男
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
何
由
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
さ
 
ち
 
る

 
汝
は
塾
主
さ
せ
し
国
を
治
牡
ず
て
、
突
き
伊
佐
知
流
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
は
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
お
も

 
こ
こ
に
答
へ
白
し
し
く
、
「
僕
は
批
の
国
根
の
堅
州
国
に
罷
ら
む
と
欲
ふ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
 
 
 
い
 
か

 
故
実
く
な
り
。
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
伊
邪
那
岐
大
御
神
、
大
く
盆
怒
り

 
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
然
ら
ば
汝
は
此
の
国
に
住
む
べ
か
ら
ず
。
」
と
の
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
 
 
 
 
 
 
か
む
や
ら
ひ
に
や
ら
ひ

 
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
神
夜
良
比
爾
謡
言
比
賜
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を

㈲
 
故
こ
こ
に
速
須
佐
之
男
無
言
ひ
し
く
「
然
ら
ば
天
照
大
御
神
に
請
し
て

 
罷
ら
む
。
」
と
い
ひ
て
…
こ
こ
に
天
照
大
御
神
聞
き
驚
き
て
詔
り
た
ま
ひ
し

 
B
、
「
我
が
那
勢
の
命
の
上
り
来
る
由
は
、
必
ず
善
き
心
な
ら
じ
。
我
が
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
つ
 
 
 
を
た
け
び

 
を
奪
は
む
と
欲
ふ
に
こ
そ
あ
れ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
…
伊
都
の
男
建
踏
み

 
た
け

 
建
び
て
待
ち
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
何
故
上
り
来
つ
る
。
」
と
、
と
ひ
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
た
な

 
ひ
き
。
こ
こ
に
速
須
佐
之
男
命
、
答
へ
白
し
し
く
、
「
僕
は
邪
き
心
無
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
唯
大
御
神
の
命
以
ち
て
、
僕
が
突
き
伊
佐
知
流
事
を
問
ひ
賜
へ
り
。
故
、
白
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お
も

 
し
都
良
久
、
『
僕
は
批
の
国
に
往
か
む
と
欲
ひ
て
早
く
な
り
。
』
と
ま
を
し
つ
。

 
こ
こ
に
大
御
神
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
『
汝
は
此
の
国
に
在
る
べ
か
ら
ず
。
』
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ま
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
お

 
の
り
た
ま
ひ
て
、
十
夜
良
下
賜
へ
り
。
故
罷
り
往
か
む
状
を
請
さ
む
と
以

 
も
 
 
 
 
 
 
 
ま
み
の
ぼ

 
為
ひ
て
こ
そ
参
上
り
つ
れ
。
異
心
無
し
。
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
天
照
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か
に

 
御
神
漁
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
然
ら
ば
汝
の
心
の
清
く
明
き
は
何
し
て
知
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8

 
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
速
須
佐
之
男
命
答
へ
白
し
し
く
、
「
各
宇

薩
 
気
嘗
て
子
生
ま
む
。
」
と
ま
を
し
き
。

⑳
 
こ
こ
に
天
照
大
御
神
、
速
須
佐
之
男
命
に
告
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
是
の
後

 
に
生
れ
し
五
聖
の
男
子
は
、
物
実
我
が
物
に
因
り
て
成
れ
り
。
故
、
自
ら
吾

 
 
 
 
 
 
か
 
く

 
が
子
ぞ
。
。
」
如
此
詔
り
別
け
た
ま
ひ
き
。

⑪
 
こ
こ
に
速
須
佐
之
男
命
、
天
照
大
御
神
に
白
し
し
く
、
「
我
が
心
清
く
明
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
わ
や
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を

 
故
、
我
が
生
め
る
子
は
手
弱
女
を
得
つ
。
此
れ
に
因
り
て
言
さ
ば
、
自
ら

 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
く
だ
 
 
 
 
 
 
は
な

 
我
勝
ち
ぬ
。
」
と
云
し
て
、
勝
髪
膚
に
、
天
照
大
御
神
の
営
田
の
阿
を
離
ち
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
こ
し
め

 
其
の
溝
を
埋
め
、
亦
其
の
大
嘗
を
聞
着
す
殿
に
尿
麻
理
散
ら
し
き
。
故
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
が
め
ず
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
然
為
れ
ど
も
天
照
大
御
神
は
登
賀
甘
受
て
詰
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
尿
面
す
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
こ
 
そ
 
 
 
 
 
 
 
と

 
酔
ひ
て
吐
き
散
ら
す
登
許
曽
…
…
」
登
詔
り
直
し
た
ま
へ
ど
も
、
猶
其
の
悪

 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
て

 
し
き
態
度
止
ま
ず
て
転
が
り
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
も

働
 
こ
こ
に
天
照
大
御
神
、
怪
し
と
以
為
ほ
し
て
、
天
の
石
屋
戸
を
細
め
に
開

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
も

 
き
て
、
内
よ
り
告
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
が
隠
り
坐
す
に
因
り
て
、
…

 
な
に
の
ゆ
ゑ
に
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
そ
び
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ら

 
自
由
以
、
天
宇
受
売
は
楽
を
為
、
亦
八
百
万
の
神
も
諸
賜
え
る
。
」
と

 
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
宇
受
売
白
言
し
し
く
、
，
「
汝
命
に
益
し
て
貴
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
神
坐
す
。
故
歓
喜
び
咲
ひ
楽
ぶ
ぞ
。
」
と
ま
を
し
き
。
如
悪
言
す
問
に
…
縄

 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
 
 
わ
た
 
 
 
 
ま
を
し

 
を
其
の
御
後
方
に
叩
き
度
し
て
白
言
し
く
、
「
此
れ
よ
り
内
に
な
還
り
入
り

 
そ
。
」
と
ま
を
し
き
。

03
@
老
夫
と
老
女
と
二
人
在
り
て
、
童
女
を
中
に
置
き
て
泣
け
り
。
こ
こ
に
「
汝

 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
れ

 
等
は
誰
ぞ
。
」
と
問
ひ
賜
ひ
き
。
故
、
其
老
夫
答
へ
制
し
し
く
、
「
僕
は
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
あ
し
 
 
な
つ
ち
 
 
ミ
 
 
む
す
め

 
つ
神
、
大
山
上
津
見
神
の
子
ぞ
。
僕
が
名
は
身
上
名
前
と
謂
ひ
、
女
の
名

 
 
く
し
な
だ
ひ
め
 
 
ミ

 
は
櫛
名
田
比
売
と
謂
ふ
。
」
と
ま
を
し
き
。
亦
「
汝
が
突
く
由
は
何
ぞ
。
」
と

 
ミ
 
 
 
 
 
 

ま
を
 

ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か
に
 

ヌ

 
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
白
言
し
し
く
、
…
こ
こ
に
「
其
の
形
は
如
何
」
と
問

 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ

 
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
白
し
し
く
、
「
彼
の
目
は
…
。
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に

 
速
須
佐
之
男
命
、
其
の
老
夫
に
当
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
是
の
汝
が
女
を
ば
吾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
に
奉
ら
む
や
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
し
に
「
恐
け
れ
ば
御
名
を
覚
ら
ず
。
」
と
答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
ろ

 
へ
白
し
き
。
こ
こ
に
答
へ
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
我
は
天
照
大
御
神
の
伊
呂

 
せ
コ

 
勢
な
り
。
故
今
、
天
よ
り
降
り
坐
し
つ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
足

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
名
椎
旧
名
椎
神
、
「
然
坐
さ
ば
恐
し
。
立
昇
ら
む
。
」
と
白
し
き
。
：
レ
其
の
足

 
名
親
手
名
皇
神
に
遡
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
等
は
、
八
業
際
の
…
」
と
の
り

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
コ
言
う
こ
と
」
の
意
味
上
 
-
文
芸
性
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
一

（7）



 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

 
た
ま
ひ
き
。
故
、
告
り
た
ま
ひ
し
随
に
、
如
此
設
け
備
へ
て
待
ち
し
時
、

 
 
 
や
ま
た
の
を
 
う
ち
 
 
ま
こ
と

 
其
の
墨
俣
遠
呂
智
、
信
に
言
ひ
し
が
如
来
つ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

04
@
こ
こ
を
以
ち
て
、
其
の
速
須
佐
之
男
、
宮
造
る
べ
き
地
を
出
雲
国
に
求
ぎ

 
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
須
賀
の
地
に
到
り
坐
し
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
此

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
が
す
が
し

 
の
地
に
来
て
、
我
が
御
心
須
賀
須
賀
斯
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
其
地
に
宮

 
を
作
り
て
坐
し
き
。
群
羊
地
を
今
に
須
賀
と
い
ふ
。
…
こ
こ
に
其
の
大
名
椎

 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
び
と
た
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
 
ナ

 
神
を
喚
び
て
、
「
汝
は
我
が
宮
の
国
構
れ
。
」
と
。
告
言
り
た
ま
ひ
、
且
名

 
を
負
せ
て
、
稲
田
宮
主
桁
賀
之
八
耳
神
と
即
け
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
さ
ぎ

㈲
 
こ
こ
に
八
十
神
、
其
の
菟
に
謂
ひ
し
く
、
「
汝
為
む
は
…
」
と
い
ひ
き
。

 
い
や
は
て

 
最
終
に
来
り
し
大
穴
牟
遅
神
、
其
菟
を
見
て
、
「
何
由
も
汝
は
泣
き
伏
せ
る
。
」

 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
き

 
と
言
ひ
し
に
菟
答
へ
配
し
し
く
、
「
僕
泓
岐
の
島
に
在
り
て
、
此
の
地
に
度

 
ら
む
と
す
れ
ど
も
、
度
ら
む
因
無
か
り
き
。
故
、
海
の
和
遡
を
欺
き
て
言
ひ

 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
う
が
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
そ

 
し
く
、
『
吾
と
汝
と
競
べ
て
、
族
の
多
き
少
き
を
計
へ
て
む
。
…
』
と
い
ひ

 
 
 
か
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
き
。
此
言
言
ひ
し
か
ば
、
欺
か
え
て
列
み
伏
せ
り
し
時
、
吾
其
の
上
を
踏
み

 
 
 
 
 
わ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ち

 
て
、
読
み
度
り
来
て
、
今
地
に
下
り
む
と
せ
し
時
、
吾
吾
ひ
し
く
、
『
汝
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
や
は
て

 
我
に
欺
か
え
つ
。
』
と
言
ひ
湿
る
即
ち
、
最
端
に
伏
せ
り
し
和
魎
、
我
を
捕

 
 
 
こ
と
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
れ

 
へ
て
悉
に
我
が
衣
服
を
剥
ぎ
き
。
此
れ
に
因
り
て
泣
き
患
ひ
し
か
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
先
に
行
き
し
八
十
神
の
命
即
ち
て
『
海
塩
を
浴
み
、
風
に
当
た
り
て
伏
せ
れ
。
』

 
 
を
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
こ
な

 
と
謳
へ
写
り
き
。
故
、
教
の
如
く
為
し
か
ば
、
我
が
身
悉
に
傷
は
え
つ
。
」

 
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
大
穴
牟
四
神
、
其
の
菟
に
教
へ
昂
り
た
ま
ひ
し
く
、
『
今

 
す
み
や

 
急
か
に
此
の
水
門
に
往
き
…
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
…
弓
故
、
挙
国
、
大
穴

 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
く
ろ

 
牟
二
神
に
白
し
し
く
、
「
此
の
八
十
神
は
、
必
ず
八
比
比
売
を
得
じ
。
岱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
え

 
を
負
へ
ど
も
、
生
命
獲
た
ま
は
む
。
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
八
上
棚
売
、

 
八
十
神
に
答
へ
て
言
ひ
し
く
、
「
吾
は
汝
等
の
言
は
聞
か
じ
。
大
穴
牟
遅
神

 
 
あ
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

 
に
嫁
は
む
。
」
と
い
ひ
き
。
…
伯
伎
国
の
手
間
の
山
本
に
至
り
て
云
ひ
し
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ろ

 
「
赤
き
猪
…
」
と
云
ひ
て
、
火
を
以
ち
て
猪
に
似
た
る
大
石
を
焼
き
て
転

 
ば
し
落
し
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
ニ

㈲
其
の
子
に
告
げ
て
言
ひ
し
く
、
「
汝
、
此
間
に
有
ら
ば
、
遂
に
八
十
神
の

 
為
に
滅
ぼ
さ
え
な
む
。
」
と
い
ひ
て
、
乃
ち
木
国
の
大
屋
毘
古
神
の
御
所
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

 
違
へ
遣
り
し
。
…
木
の
俣
よ
り
書
き
逃
が
し
て
云
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
須
佐

 
 
 
 
 
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か

 
之
男
命
の
坐
し
ま
す
根
の
堅
州
国
に
参
向
ふ
べ
し
。
必
ず
其
の
大
神
、
議

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
と

 
り
た
ま
ひ
な
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
…
其
の
父
に
白
し
し
く
、
「
甚
麗

 
し
き
神
来
ま
し
つ
。
」
と
ま
を
し
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
こ
こ
に
其
の
大
神
出
て
見
て
、
「
此
は
葦
原
色
許
男
と
謂
ふ
ぞ
。
」
と
告
り
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

 
ま
ひ
て
、
即
ち
喚
び
入
れ
て
、
…
蛇
の
比
礼
を
其
夫
に
授
け
て
曇
り
た
ま
ひ

…
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ら

 
し
く
「
其
の
蛇
咋
は
む
と
せ
ば
、
此
の
比
礼
を
三
た
び
挙
り
て
打
ち
撲
ひ

（8）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
ら
 
ほ
 
ら

 
た
ま
へ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
…
鼠
来
て
云
ひ
け
ら
く
、
「
内
は
富
良
富
良
、

 
 
 
す
 
ぷ
 
す
 
ぷ

 
外
は
須
夫
須
夫
」
と
い
ひ
き
。
如
此
言
へ
る
故
に
、
其
庭
を
踏
み
し
か
ば
、

 
 
 
 
か
く

 
落
ち
て
隠
り
入
り
し
問
に
火
は
焼
け
過
ぎ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ろ
ば
う
 
 
み
さ

㈲
 
こ
こ
に
黄
泉
比
良
坂
に
追
ひ
至
り
て
遙
に
望
け
て
、
大
穴
牟
生
神
を

 
呼
ば
ひ
て
謂
ひ
し
く
、
「
そ
の
汝
が
持
て
る
生
大
刀
・
生
弓
矢
…
」
と
い
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
し
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

⑱
 
此
の
八
千
矛
神
、
高
志
国
の
沼
河
比
売
を
婚
は
む
と
し
て
、
幸
行
で
ま

 
し
し
時
、
其
の
沼
河
芸
売
の
家
に
到
り
て
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

 
 
八
千
矛
の
 
神
の
命
は
 
八
島
国
 
妻
子
き
か
ね
て
…
い
し
た
ふ
や

 
 
あ
ま
は
せ
つ
か
い

 
 
豊
漁
使
 
事
の
 
語
り
言
も
 
是
を
ば

 
と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
其
の
沼
河
比
売
、
未
だ
戸
を
開
か
ず
て
、
内

 
よ
り
歌
ひ
け
ら
く
、

 
 
八
千
矛
の
 
神
の
命
 
ぬ
え
草
の
 
女
に
し
あ
れ
ば
…
天
子
馬
事
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
く

 
 
語
り
事
も
 
是
を
ば
 
青
山
に
 
日
が
隠
ら
ば
 
ぬ
ば
た
ま
の
…
八
千

 
 
矛
の
 
神
の
命
事
の
 
語
り
言
も
 
是
を
ば

 
 
 
 
ひ
 
こ
 
じ
 
 
 
 
 
 
 
わ
 
び
 
て

⑲
 
其
の
日
子
遅
の
神
、
蓋
果
昼
出
雲
よ
り
倭
国
に
上
り
坐
さ
む
と
し
て
、

 
よ
そ
ひ

 
束
忙
し
立
た
す
時
に
、
片
御
手
は
白
馬
の
鞍
に
繋
げ
、
片
御
足
は
其
の
御
三

 
に
踏
み
入
れ
て
、
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
け
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ら
と
り

 
 
ぬ
ば
た
ま
の
 
黒
き
御
衣
を
 
ま
つ
ぶ
さ
に
…
群
鳥
の
 
我
が
群
れ
往
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
 
ば
、
引
け
鳥
の
 
我
が
引
け
主
な
ば
 
泣
か
じ
と
は
 
汝
は
言
ふ
と
も
…

 
 
事
の
 
語
り
言
も
 
是
を
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
き
ゆ
ひ
 
 
 
う
な
が
け
り
て

⑳
 
如
此
歌
ひ
て
、
即
ち
宇
伎
由
比
為
て
、
宇
那
賀
気
血
旦
今
に
至
る
ま
で

 
し
づ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
ミ

 
鎮
ま
り
坐
す
。
此
れ
を
神
語
と
謂
ふ
。

 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
み

⑳
 
帰
り
来
る
神
有
り
き
。
こ
こ
に
其
の
名
を
問
は
せ
ど
も
答
へ
ず
。
且
つ
所

 
と
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
に
 
ぐ
 
く

 
従
の
諸
神
に
問
は
せ
ど
も
皆
「
知
ら
ず
。
」
と
白
し
き
。
こ
こ
に
多
遍
具
久

 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 

く
え
び
こ

 
白
言
し
つ
ら
く
、
「
此
は
久
延
毘
古
ぞ
必
ず
知
り
つ
ら
む
。
」
と
ま
を
レ
つ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
み
む
 
す
ひ
の

 
ば
、
即
ち
久
延
毘
古
を
召
し
て
問
は
す
時
に
、
「
此
は
神
産
巣
日
神
の
御
子
、

 
す
く
な
 
び
 
ニ
な
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
少
名
毘
古
那
神
ぞ
。
」
と
答
へ
甚
し
き
。
故
こ
こ
に
神
産
巣
日
御
祖
命
に
白

 
し
上
げ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
当
り
た
ま
ひ
し
く
「
此
は
実
に
我
が
子
ぞ
。
…
」

 
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

幽
 
こ
こ
に
大
国
主
神
、
愁
ひ
告
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
蝕
し
て
い
か
に
か
能

 
 
 
 
 
 
え
 
 
 
 
 
 
 
い
つ

 
く
此
の
国
を
得
作
ら
む
。
隠
れ
の
神
と
吾
と
、
能
く
こ
の
国
を
相
野
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
ら

 
や
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
の
時
に
海
を
光
し
て
依
り
来
る
神
あ
り
き
、

 
 
 
 
 
の

 
そ
の
神
の
象
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
能
く
我
が
前
を
治
め
ば
…
」
と
の
り
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ま

 
ひ
き
。
こ
こ
に
大
国
主
神
日
し
し
く
、
「
然
ら
ば
治
め
奉
る
状
は
い
か
に
ぞ
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
つ
 
き

 
と
ま
を
し
た
ま
へ
ば
「
吾
を
ば
倭
の
青
垣
の
東
の
山
の
上
に
伊
都
岐
奉
れ
。
」

 
 
 
 
の

 
と
答
え
駆
り
た
ま
ひ
き
。

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
コ
言
う
こ
と
」
の
意
味
上
 
-
文
芸
性
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
一

（9）



・
㈲
 
天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、
「
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
蚕
水
穂
国
は
、

 
我
が
御
子
、
正
勝
吾
紐
帯
速
日
天
忍
辿
書
命
の
知
ら
す
国
ぞ
。
」
と
言
因
さ

 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
く
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

 
し
賜
ひ
て
、
天
降
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
天
忍
穂
耳
命
、
天
の
浮
橋
に
多

 
た
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
た

 
多
志
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
「
曲
面
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
は
、
伊
多

 
く
 
さ
 
や
 
ぎ
 
て
あ
り
な
 
り
 
 
 
 
 
ミ

 
久
佐
夜
妻
亘
垂
耳
理
。
」
と
悟
り
た
ま
ひ
て
、
更
に
還
り
上
り
て
、
天
照
大

 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
ひ
か
ね

 
御
神
に
請
し
た
ま
ひ
き
。
…
思
金
神
に
思
は
し
め
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、

 
「
此
の
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
国
と
言
依
さ
し
賜
へ
り
し
主
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
は
な
 
 
 
 
 
お
 
も

 
り
。
故
、
此
の
国
に
道
速
振
る
荒
振
る
国
つ
神
等
の
多
在
り
と
以
為
ほ
す
。

 
 
 
い
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と
む

 
こ
れ
何
れ
の
神
を
使
は
し
て
か
言
趣
け
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か

 
思
金
神
及
八
百
万
の
神
、
議
り
白
し
し
く
、
「
天
白
比
神
、
こ
れ
遣
は
す
べ

 
し
。
」
と
ま
を
し
き
。
故
、
天
菩
比
神
を
遣
は
し
つ
れ
ば
、
乃
ち
大
国
主
神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
へ
り
ご
と
ま
を

 
に
媚
び
付
き
て
、
三
年
に
至
る
ま
で
復
 
奏
さ
ざ
り
き
。

圃
 
こ
こ
を
以
ち
て
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
、
五
重
の
生
平
に
問
ひ
た

一
ま
ひ
し
く
、
「
葦
原
中
国
に
遣
は
せ
る
天
菩
比
神
、
久
し
く
復
奏
さ
ず
。
亦

 
何
れ
の
神
を
使
は
さ
ば
吉
け
む
。
」
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
思
金
神
、

 
答
へ
白
し
し
く
、
「
天
津
国
玉
神
の
子
、
天
堂
日
子
を
遣
は
す
べ
し
。
」
と
ま

 
を
し
き
。
…
こ
こ
に
天
照
大
御
神
、
高
御
産
巣
日
韓
、
天
照
大
御
神
、
亦
諸

 
の
神
判
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
文
、
「
天
皇
日
子
久
し
く
か
衡
．
と
凝
さ
ず
。
難
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
さ
し
く
と
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
ず
れ
の
神
を
遣
は
し
て
か
、
天
喜
日
子
が
滝
留
ま
る
所
由
を
問
は
む
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
き
め

 
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
是
に
諸
神
及
び
思
金
神
、
「
雑
、
名
は
二
女
を
遣
は
す

 
べ
し
。
」
と
答
へ
白
し
し
時
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
行
き
て
天
若
日
子
に

 
問
は
む
状
は
、
『
汝
を
葦
原
中
国
に
使
は
せ
る
所
以
は
、
其
の
国
の
荒
ぶ
る

 
 
 
 
こ
と
む
 
 
や
わ
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か

 
神
主
を
、
言
趣
け
和
せ
と
な
り
。
何
に
か
八
年
に
至
る
ま
で
復
奏
さ
ざ
る
。
』

 
と
と
へ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
こ
こ
に
鳴
女
、
天
よ
り
降
り
到
り
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
つ
ぶ
さ

 
天
若
旧
子
の
門
な
る
湯
上
図
の
上
に
居
て
、
委
曲
に
天
つ
神
の
詔
り
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ぐ
め

 
ひ
し
命
の
悪
言
ひ
き
。
こ
こ
に
天
の
佐
具
売
、
此
の
鳥
の
言
ふ
こ
と
を
聞
き

 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ゑ
い
と
あ

 
て
、
天
皇
日
子
に
語
り
て
言
ひ
し
く
、
此
の
鳥
は
、
其
鳴
く
音
甚
悪
し
。

 
故
射
殺
す
べ
し
。
」
と
云
ひ
進
む
る
即
ち
…
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

㈱
 
こ
こ
に
高
木
神
、
「
此
の
矢
は
、
天
理
日
子
に
賜
へ
り
し
矢
ぞ
。
」
と
告
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
た
ま
ひ
て
、
即
ち
諸
の
神
言
に
示
せ
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
書
し
天
若
巳
子
、

 
命
を
誤
た
ず
、
悪
し
き
神
を
射
つ
る
矢
の
至
り
し
な
ら
ば
、
天
若
日
子
に

 
あ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 
が
 
れ
 
 
 
 
 
ミ

 
中
ら
ざ
れ
。
灯
し
邪
心
あ
ら
ば
、
豊
春
日
子
此
の
矢
に
裏
白
礼
。
」
と
云
ひ

 
て
…
。

㈲
 
亦
其
の
妻
、
皆
突
き
て
云
ひ
し
く
、
「
我
が
子
は
死
な
ず
て
有
り
昭
島
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
我
が
君
は
死
な
ず
て
坐
し
祁
理
。
」
と
云
ひ
て
、
手
足
に
取
り
懸
り
て
突
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ぢ
し
き
た
か
ひ
ニ
ね
の
 
 
い
た
 
 
 

ミ

 
悲
し
み
き
。
…
こ
こ
に
阿
遅
志
貴
高
日
子
根
神
、
大
く
怒
り
て
日
ひ
し
く
、
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ミ
 
 
 
 
は
か
 
 
 
 
 
と
っ
か

 
「
我
は
愛
し
き
友
な
れ
こ
そ
…
。
」
と
云
ひ
て
、
御
三
せ
る
十
掬
剣
を
抜
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
 
 
 
は
な

 
て
、
そ
の
喪
屋
を
切
り
伏
せ
、
寿
言
ち
て
蹴
ゑ
離
ち
遣
り
き
。

伽
 
こ
こ
に
天
照
大
御
神
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
亦
い
つ
れ
の
神
を
遣
わ
さ

 
 
よ

 
ば
吉
け
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
思
金
神
及
諸
の
神
白
し
し
く
「
天

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
め
の
か
く
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

 
安
河
の
河
上
の
…
故
、
別
に
天
迦
久
神
を
遣
は
し
て
問
ふ
べ
し
。
」
と
ま
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
め
の
を
は
ば
り
の

し
き
。
故
こ
こ
に
天
主
久
神
を
使
は
し
て
、
天
尾
羽
張
扇
に
問
は
し
し
時

 
に
答
へ
白
し
し
く
、
「
恐
し
、
仕
へ
奉
ら
む
…
」
。
こ
こ
を
以
ち
て
此
の
二
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
な
 
さ

 
し
ら
の
神
、
出
雲
国
の
伊
那
佐
の
小
浜
に
降
り
到
り
て
、
十
挙
剣
を
抜
き
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き
 
 
あ
ぐ

 
逆
に
浪
の
穂
に
刺
し
立
て
、
慧
剣
の
前
に
朕
み
坐
し
て
、
其
の
大
国
主
神

 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
に
問
ひ
て
言
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
問

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
 
し
 
は
 
け
 
る

 
ひ
に
使
は
せ
り
。
汝
が
宇
志
波
祁
流
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
国

 
ぞ
と
言
上
さ
し
賜
ひ
き
。
故
、
汝
が
心
は
い
か
に
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
こ
こ
に
答
へ
白
し
し
く
、
「
僕
は
得
白
さ
じ
。
我
が
子
、
八
重
言
代
主
神
、

 
 
 
ミ

 
是
れ
白
す
べ
し
…
。
」
と
ま
を
し
き
。
…
問
ひ
賜
ひ
し
時
に
、
其
の
父
の
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
し
こ

 
神
に
語
り
て
言
ひ
し
く
、
「
恐
し
。
こ
の
国
は
、
天
つ
神
の
御
子
に
立
奉

 
ら
む
。
」
と
い
ひ
て
、
即
ち
そ
の
船
踏
み
傾
け
て
、
天
の
逆
手
を
青
柴
垣
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
打
ち
成
し
て
、
隠
り
き
。
故
こ
こ
に
、
其
の
大
国
主
神
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

 
 
 
 
 
 
 
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 

ミ

 
「
今
年
が
子
、
事
代
主
神
、
棚
雲
白
し
ぬ
。
亦
白
す
べ
き
子
有
り
や
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け
み
な
か
た
の

と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
、
亦
白
し
し
く
、
「
奮
起
が
子
、
建
御
名
方
神

 
 
 
 
 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
く
ミ

有
り
。
此
を
除
き
て
は
無
し
。
」
と
ま
を
し
き
。
如
潔
白
す
間
に
、
其
の
建

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
な
す
ゑ
 
 
さ
さ

御
名
方
神
、
千
引
の
石
を
手
末
に
摯
げ
て
来
て
、
「
誰
ぞ
我
が
国
に
来
て
忍

 
 
 
 
か
 
く

び
忍
び
に
如
此
物
言
ふ
。
…
。
」
と
い
ひ
き
。
…
建
御
名
方
神
白
し
し
く
、
「
恐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

し
。
我
を
な
殺
し
た
ま
ひ
そ
。
此
の
地
を
除
き
て
は
、
他
面
に
行
か
じ
。
亦

 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

我
が
父
、
大
国
主
神
の
命
に
違
は
じ
、
八
重
事
代
主
神
の
言
に
違
は
じ
。
此

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
 
ま
に
ま

の
葦
原
中
国
は
、
天
つ
神
の
御
子
の
命
の
随
に
献
ら
む
。
」
と
ま
を
し
き
。

故
、
．
更
に
且
還
り
来
て
、
其
の
大
国
主
神
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
が
子
等
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

事
代
主
神
、
建
御
名
方
神
の
二
は
し
ら
の
神
は
、
天
つ
神
の
御
子
の
命
の

ま
に
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
か

随
に
違
は
じ
と
白
し
ぬ
。
故
、
汝
が
心
は
奈
辺
に
。
」
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

こ
こ
に
答
へ
白
し
し
く
、
「
僕
が
子
等
、
二
は
し
ら
の
神
の
接
す
随
に
、
僕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

は
違
は
じ
。
此
の
葦
原
中
国
は
、
命
の
随
に
既
に
献
ら
む
。
…
」
と
ま
を
し

 
 
か
 
く
ミ
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

き
。
如
此
白
し
て
、
…
惹
き
白
し
て
…
火
を
鎖
り
出
て
て
 
云
ひ
し
く
、
…

と
い
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

⑳
 
こ
こ
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
太
子
正
勝
無
理
早
速
日
天
忍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と
む
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
ミ

 
奥
耳
命
に
至
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
今
、
葦
原
中
国
を
平
げ
詑
へ
ぬ
と
白
せ
り
。

 
故
言
動
さ
し
賜
ひ
し
随
に
、
降
り
坐
し
て
知
ら
し
め
せ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
「
言
う
こ
と
」
の
意
味
上
 
一
文
芸
性
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
一

（！1］



 
こ
こ
に
其
の
太
子
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
蔓
穂
耳
命
、
答
へ
白
し
た
ま
ひ
し
く
、

 
「
僕
は
…
此
の
子
を
降
す
べ
し
。
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち
て

 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ
の
 
 
 
み
こ
と
お
ほ

 
白
し
た
ま
ひ
し
随
に
、
日
子
番
能
魎
週
芸
命
に
詔
科
せ
て
、
「
此
、
の
豊
葦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
原
水
各
国
は
、
汝
知
ら
さ
む
国
ぞ
と
管
渠
さ
し
賜
ふ
。
故
、
命
の
随
に
天
降

 
る
べ
し
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
あ
め
の
う
ず
め
の
 
 
 
 

㈲
 
こ
こ
に
天
照
大
御
神
、
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
天
宇
受
売
神
忙
騰
り
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
た
わ
や
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
む
か
ふ
 
 
 
 
お
も
か

 
ひ
し
く
、
「
汝
は
手
弱
女
人
に
は
あ
れ
ど
も
、
伊
牟
当
布
神
と
面
勝
つ
神
な

 
り
。
故
、
専
ら
汝
往
き
て
問
は
む
は
、
『
吾
が
御
子
の
天
降
り
為
る
道
を
、

 
 
 
か
く
て

 
誰
ぞ
如
此
居
る
。
』
と
と
へ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
問
ひ
賜
ふ
時
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
る
だ
び
こ
の

 
答
へ
白
し
し
く
、
「
僕
は
国
つ
神
、
名
は
猿
田
毘
古
神
ぞ
。
出
で
居
る
所
以
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
天
つ
神
の
御
子
天
降
り
坐
す
と
聞
き
つ
る
故
に
、
…
。
」
と
ま
を
し
き
。

 
 
 
 
 
を
き
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
く
さ
な
ぎ
の

㈲
 
こ
こ
に
遠
岐
斯
八
尺
の
勾
玉
・
鏡
・
乃
草
那
芸
剣
、
亦
常
世
思
金
神
、
手

 
力
男
神
、
天
石
門
別
神
を
副
へ
賜
ひ
て
、
認
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
此
れ
の
鏡
は
、

 
…
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

㈹
 
故
、
其
の
天
忍
日
命
、
天
津
久
米
命
、
こ
こ
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
、
「
此

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
と
よ
 
と
こ
ろ
 
 
 
ミ

 
地
は
韓
国
に
向
ひ
…
故
、
此
の
地
は
甚
吉
き
地
。
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
ぎ

 
底
津
石
根
に
宮
柱
布
斗
斯
理
、
高
天
の
原
に
氷
六
盗
迦
調
理
て
坐
し
き
。
故

 
こ
こ
に
、
天
引
受
売
命
の
重
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
此
の
御
前
に
…
手
負
ひ
て

 
仕
へ
奉
れ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

 
 
 
 
こ
と
こ
と
 
 
は
た

㈲
 
乃
ち
悉
に
鰭
の
広
物
、
鰭
の
男
物
を
追
ひ
求
め
て
、
「
汝
は
天
つ
神
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
仕
へ
奉
ら
む
や
。
」
と
問
ひ
し
時
、
諸
の
魚
皆
「
仕
へ
奉
ら
む
。
」
と
白
す
中

 
 
 
こ
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
に
、
海
潔
白
さ
ざ
り
き
。
こ
こ
に
天
宇
受
売
命
、
海
鼠
に
云
ひ
し
く
、
「
此

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ

 
の
口
や
答
へ
ぬ
母
。
」
と
い
ひ
て
、
紐
小
刀
を
以
ち
て
其
の
口
を
鳴
き
き
。
故
、

 
今
に
海
鼠
の
口
折
く
る
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
さ
さ
 
 
み
さ
き

囮
 
こ
こ
に
天
津
日
子
番
能
蓮
週
芸
能
命
、
笠
沙
の
御
前
に
、
麗
は
し
き
美
女

 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
す
め
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
に
遇
ひ
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
「
誰
が
女
ぞ
。
」
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

白
し
し
く
、
「
大
山
津
見
神
の
女
、
名
は
神
阿
多
都
下
売
…
と
謂
ふ
。
」
と
ま

 
を
し
き
。
又
「
汝
の
兄
弟
有
り
や
」
。
と
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
「
我
が
姉
、

 
い
わ
な
が
ひ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
石
長
比
売
有
り
。
」
と
答
へ
白
し
き
。
こ
こ
に
論
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
汝
と

 
ま
ぐ
は
ひ
 
 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
い
 
か

 
目
合
せ
む
と
欲
ふ
は
如
奈
に
。
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、
「
僕
は
得
白
さ
じ
。

 
僕
が
壮
大
山
津
見
神
ぞ
白
さ
む
。
」
と
答
へ
白
し
き
。
…
こ
こ
に
大
山
津
見
神
、

 
石
長
比
売
を
返
し
た
ま
ひ
し
に
因
り
て
、
太
く
恥
ち
で
、
白
し
送
り
て
言
ひ

ミ
 
し
ぐ
、
「
我
が
女
二
た
り
並
べ
て
立
奉
り
し
由
は
…
。
↑
と
い
ひ
き
。
故
、
後

 
 
こ
の
は
な
の
さ
く
や
び
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ら

 
に
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
、
参
出
て
白
し
し
く
。
「
妾
は
妊
早
め
る
を
、
今
産

 
 
 
 
な

 
む
時
に
臨
り
ぬ
。
是
の
天
つ
神
の
御
子
は
、
私
に
産
む
べ
か
ら
ず
。
故
、

弩
 
請
す
。
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
集
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
佐
久
夜
毘
売
、
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ひ
と
よ
 
 
 
 
は
ら

 
一
宿
に
や
妊
め
る
。
是
れ
我
が
子
に
は
非
じ
。
必
ず
国
つ
神
の
子
な
ら
む
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
白
し
し
く
、
「
吾
が
妊
み
し
子
、
若
し
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き

 
つ
神
の
子
な
ら
ば
、
産
む
こ
と
幸
か
ら
じ
。
若
し
天
つ
神
の
子
な
ら
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
た

 
幸
か
ら
む
。
」
と
ま
を
し
て
…
産
む
時
に
方
り
て
、
火
を
其
の
殿
に
著
け
て

 
産
み
き
。

 
 
 
 
 
ほ
を
り
の
 
 
 
 

ほ
で
り
の
 
 
 
 
さ
ち
 

か

㈹
 
こ
こ
に
火
遠
理
命
、
其
の
兄
火
照
命
に
、
「
各
佐
知
を
相
易
へ
て
用
ゐ
む
。
」

ミ
 
と
謂
ひ
て
、
三
度
乞
ひ
た
ま
へ
ど
、
許
さ
ざ
り
き
。
…
こ
こ
に
其
の
兄
火
照

 
 
 
 
 
は
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ち

 
命
、
其
の
鉤
を
乞
ひ
て
日
ひ
し
く
、
「
山
佐
知
も
、
己
が
佐
知
佐
知
、
海
佐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
知
も
、
己
が
佐
知
佐
知
。
今
は
各
佐
知
返
さ
む
。
」
と
謂
ひ
し
時
に
、
其
の

弟
火
遠
見
命
、
答
へ
て
乗
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
の
鉤
は
、
魚
釣
り
し
に
一

 
つ
の
魚
も
得
ず
で
、
遂
に
海
に
失
ひ
つ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
…
亦
一
千

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
と

鉤
を
作
り
て
、
償
ひ
た
ま
へ
ど
も
受
け
ず
て
「
猶
そ
の
正
本
の
鉤
を
得
む
。
」

 
 
と
云
ひ
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ほ
つ
ち
の

 
 
こ
こ
に
其
の
弟
、
泣
き
患
ひ
て
海
辺
に
居
ま
し
し
時
に
塩
椎
神
来
て
、

 
問
ひ
て
日
ひ
し
ハ
＼
，
「
鰐
に
ぞ
戯
畿
漸
二
世
の
泣
き
患
ひ
た
ま
ふ
肺
野
は
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

と
い
へ
ば
、
答
へ
て
言
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
我
と
兄
と
鉤
を
易
へ
て
、
其
の

鉤
を
失
ひ
つ
。
こ
こ
に
其
の
鉤
を
乞
ふ
故
に
、
多
く
の
鉤
を
償
へ
ど
も
受
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ず
て
『
益
益
の
本
の
鉤
を
得
む
。
』
と
云
ひ
き
。
故
、
泣
き
患
ふ
ぞ
。
」
と
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
器
性
神
「
我
、
・
革
命
の
為
に
善
き
議
を
作
さ
む
。
」

 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
な
し
か
つ
ま

と
云
ひ
て
、
即
ち
、
歯
間
勝
間
の
小
船
を
造
り
、
其
の
船
に
載
せ
て
、
教
へ

て
日
ひ
し
く
、
「
我
其
の
船
を
…
。
」
と
い
ひ
き
。
教
の
随
に
少
し
行
き
ま
し

 
 
 
つ
ぶ
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

し
に
、
備
さ
に
其
の
言
の
如
く
な
り
し
か
ば
…
。
こ
こ
に
其
の
玉
を
見
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

碑
に
問
ひ
て
日
ひ
し
く
、
「
若
し
人
、
門
の
外
に
有
り
や
。
」
と
い
へ
ば
、
答

へ
て
日
ひ
し
く
、
「
人
有
り
て
…
。
」
と
，
い
ひ
き
。
…
其
の
父
に
、
白
し
し
く
、

「
吾
が
門
に
麗
し
き
人
有
り
。
」
と
ま
を
し
き
。
こ
こ
に
海
神
、
自
ら
出
て

見
て
、
「
此
の
人
は
、
天
津
旦
高
の
御
子
、
再
編
瀞
帥
昏
ぞ
。
」
と
黍
て
…
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
げ
き

 
こ
こ
に
火
遠
理
命
、
其
の
初
め
の
事
を
思
ほ
し
て
、
大
き
な
る
一
歎
し
た
 
 
幻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a

ま
ひ
き
。
故
、
豊
玉
毘
売
命
、
其
の
歎
を
聞
か
し
て
、
其
の
父
に
白
言
し
し

“
、
「
三
年
夏
住
み
た
ま
へ
ど
も
、
恒
は
歎
か
す
こ
と
も
無
か
り
し
に
、
今

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

夜
大
き
な
る
一
当
し
た
ま
ひ
つ
。
若
し
何
の
由
有
り
や
。
」
と
ま
を
し
き
。
故
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

其
の
父
の
大
神
、
其
の
鐸
夫
に
問
ひ
て
日
ひ
し
く
、
「
今
旦
我
が
女
の
語
る

を
聞
け
ば
、
『
三
年
坐
せ
ど
も
、
恒
は
歎
か
す
こ
と
も
無
か
り
し
に
、
今
夜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
こ

大
き
な
る
る
歎
し
っ
た
ま
ひ
つ
。
』
と
云
ひ
き
。
若
し
由
有
り
や
。
亦
此
間

 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ぶ
さ

に
到
ま
せ
る
由
は
い
か
に
。
」
と
い
ひ
き
。
こ
こ
に
其
の
大
神
に
、
備
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

其
の
兄
の
失
せ
し
鉤
を
薫
り
し
状
の
如
く
語
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
を
以
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
干

て
海
神
、
悉
に
海
の
大
小
魚
ど
も
を
喜
び
集
め
て
、
問
ひ
て
白
し
し
く
、
「
若

『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
「
言
う
こ
と
」
の
意
味
上
 
i
文
芸
性
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
ー



 
し
此
の
鉤
を
取
れ
る
魚
有
り
や
。
」
と
い
ひ
き
。
人
望
の
魚
ど
も
白
し
し
く
「
こ

 
 
 
 
 
 
た
 
ひ
 
 
 
 
 
の
ぎ

 
の
ご
ろ
、
赤
海
青
魚
喉
に
鰻
あ
り
て
、
物
星
食
は
ず
と
愁
ひ
言
へ
り
。
故
、

必
ず
こ
れ
取
り
つ
ら
む
。
」
と
ま
を
し
き
。
…
火
遠
亡
命
に
奉
り
し
時
に
、

 
 
 
わ
た
つ
み
の
 
 
 
 
を
し

・
其
の
綿
津
見
大
神
謳
へ
て
日
ひ
し
く
、
「
此
の
鉤
を
、
其
の
兄
に
給
は
む
時

 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ぼ
ち
 
す
す
ぢ
ま
ち
ぢ
 
う
る
ち

 
に
、
蘇
り
た
ま
は
む
状
は
、
『
此
の
鉤
は
、
游
無
鉤
、
善
書
鉤
、
貧
鉤
、
宇
流
鉤
。
』

 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
し
お
ふ
る

と
云
ひ
て
後
手
に
賜
へ
。
…
若
し
其
愁
ひ
請
さ
ば
、
塩
乾
珠
を
出
し
て
活

 
 
 
 
 
 
 
な
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
 
 
に

 
か
し
て
、
か
く
惚
ま
し
苦
し
め
た
ま
へ
と
云
ひ
て
…
即
ち
悉
に
和
魎
魚
ど

 
 
 
峰

 
も
を
召
び
集
め
て
、
問
ひ
て
日
ひ
し
く
、
．
．
「
今
、
天
津
日
高
の
御
子
、
上
つ

 
国
に
出
身
で
ま
さ
む
と
為
た
ま
ふ
。
誰
は
幾
日
に
送
り
奉
り
て
、
覆
奏
す
そ
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
と
い
ひ
き
。
…
一
義
和
遍
白
し
し
く
、
「
僕
は
一
日
に
送
り
て
、
即
ち
還
り

 
来
む
。
」
と
ま
を
し
き
。
故
こ
こ
に
其
の
一
挙
和
廼
に
、
「
然
ら
ば
汝
送
り
奉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
し
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
れ
。
若
し
海
中
を
渡
る
時
、
な
憧
畏
ま
せ
ま
つ
り
そ
。
」
と
告
り
て
…
。
こ

 
 
 
 
 
 
つ
ぶ
さ

 
ご
を
以
ち
て
備
に
海
神
の
教
へ
し
言
の
如
く
し
て
、
其
の
鉤
を
与
へ
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
ひ
き
。
…
哀
れ
愁
ひ
謝
せ
ば
、
塩
乾
珠
を
出
し
て
救
ひ
、
如
此
惚
ま
し
苦
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
み

 
め
た
ま
ひ
し
時
に
、
稽
首
白
し
し
く
、
「
僕
は
…
仕
へ
奉
ら
む
。
」
と
ま
を
し
 
・

 
き
。

図
 
こ
こ
に
海
神
の
女
、
豊
玉
身
売
命
、
自
ら
参
出
て
白
し
し
く
、
「
妾
は
…
。
ゴ

 
故
、
参
唱
導
つ
。
」
と
ま
を
し
き
。
…
こ
こ
に
産
み
ま
さ
む
と
す
る
時
に
、

 
 
 
ひ
こ
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
べ
 
 
あ
だ
し
く
に

 
其
の
日
子
に
白
し
た
ま
ひ
し
く
、
「
凡
て
摩
替
の
人
は
…
。
願
は
く
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ

 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
あ
や

 
妾
を
な
見
た
ま
ひ
そ
。
」
と
惜
し
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
其
の
言
を
奇
し
と
思

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
き
ま
み

 
ほ
し
て
…
。
こ
こ
に
弾
豆
王
毘
売
命
、
其
の
伺
見
た
ま
ひ
し
事
を
知
ら
し
て
、

 
 
 
 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
れ
つ
ね

 
心
恥
つ
か
し
と
以
為
ほ
し
て
、
乃
ち
廷
の
御
子
を
生
み
置
き
て
、
「
妾
恒
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
海
つ
道
を
通
し
て
…
是
れ
甚
作
つ
か
し
。
」
と
白
し
た
ま
ひ
て
、
即
ち
海
坂

 
を
塞
へ
て
返
り
入
り
ま
し
き
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三

 
右
は
、
上
巻
に
お
け
る
、
歌
謡
の
部
分
を
除
い
た
、
発
話
関
係
箇
所
の
全
て

で
あ
る
。
改
め
て
、
上
巻
に
お
け
る
コ
言
う
こ
と
」
の
量
的
な
多
さ
と
重
要
性

が
知
ら
れ
る
が
、
一
読
し
て
分
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
挙
げ
て
み
る
。
そ
の
特

徴
の
あ
る
部
分
を
含
む
番
号
を
挙
げ
る
。

 
ω
 
発
話
形
式
は
「
命
令
」
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
ω
ω
㈹
幽
㈱
2
4
㈲

d
q
④
◎
鋤

¢
¢
㊨
㊤

 
回
 
話
の
筋
が
対
話
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
。
②
ω
㈲
㈲
⑳
0
3
㈲
㈹
⑳
㈱
図
㈱

引
り
d
q
鋤
ぶ
4
3
ハ
男

わ
駒
¢
¢
G
β
め
P

 
㈲
 
独
白
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
㈲
㈲
㈲
ω
㈲
⑳
㈱
ω

 
口
 
言
語
に
対
す
る
特
殊
な
観
念
が
見
出
さ
れ
る
。
②
（
軸
先
に
言
へ
る
に

因
り
て
良
か
ら
ず
）
。
ω
（
笹
戸
を
度
す
）
。
㈲
（
寒
気
比
）
。
（
割
り
直
し
）
。

'

（14］



（
菟
の
予
言
）
。
㈱
幽
（
言
趣
け
む
。
）
㈲
（
呪
言
）
。

 
以
上
は
、
一
見
し
て
分
る
発
話
形
式
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
注
目

す
べ
き
部
分
が
幾
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
②
⑯
勧
に
見
出
さ
れ
る
結
婚
に
お
け

る
口
頭
言
語
の
働
き
で
あ
り
、
歌
謡
「
神
語
」
の
意
義
等
々
で
あ
る
。

 
右
に
ま
と
め
た
ω
～
ω
に
つ
い
て
夫
々
に
検
討
を
加
え
た
い
が
、
そ
れ
は
次

稿
に
ま
わ
し
、
今
回
は
「
言
う
、
語
る
」
の
重
要
性
と
、
そ
こ
に
こ
そ
『
古
事

記
』
を
『
古
事
記
』
た
ら
し
め
て
い
る
根
源
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

れ
が
『
古
事
記
』
の
文
芸
性
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
終
り
た

い
。
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